
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平均正答率の結果（全国平均の比較で） 

 全国平均との比較 

国 語 低い 

算 数 低い 

理 科 低い 

 

２．教科ごとの結果・分析（全国平均の比較で） 

領 域 全国平均との比較  

話す・聞く 下回っている  

書 く 下回っている  

読 む 下回っている  

言語事項 下回っている  

   

問題形式 全国との比較 無解答率 

選択式 下回っている 0.5％ 

短答式 やや上回っている 1.5% 

記述式 下回っている 2.2％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★国語全体として・・・全国平均よりも「低い」結果となりました。 
★正答数別人数から・・・ 

１４問中10問以上（正答率70％以上）正答している児童は約39％。14問中４問以下（正答率
30％以下）の児童は約12％。下位～中位の子が多い傾向にあります。 

★領域（「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」）別に見ると・・・ 
「話す・聞く」「書く」「読む」「言語事項」の４領域全てで全国を下回っています。特に、「記述式」
問題の正答率が低いです。答えるための条件に合わせながら、自分の考えをまとめて書いたり、目的や
意図に応じて要約したりすることを苦手としています。 

★問題形式で見ると・・・「選択式」「短答式」「記述式」ともに全国を下回っています。特に記述して答え
ることを苦手としています。 

★無解答率で見ると・・・３つの問題形式とも全国より低かったです。特に「選択式」の無解答率は0.5％
で、ほぼ全員が答えを書いたことになります。あきらめずに問題に向き合い、答え
を導き出したことがうかがえます。本校に限ったことではありませんが、「記述
式」の問題に対しては、無解答率が高くなる傾向にあります。 

 

国 

語 

令和７年度 全国学力・学習状況調査  

本校の結果について 

 
保護者・地域の皆様には日頃より本校の教育活動にご支援・ご協力を頂き、誠にありがとうございます。 

さて、４月に６年生を対象に実施しました、全国学力・学習状況調査の本校の結果と分析についてお知ら

せします。この調査は、全国的な児童生徒の学力並びに学習状況を把握し、今後の学習指導に役立てること

を目的として行っています。本校もそれを踏まえ、調査結果を学力向上の取組に生かしています。 

 

＜領域別の正答状況＞ 

 

国語 正答数分布グラフ 



領 域 全国平均との比較  

数と計算 下回っている  

図 形 やや下回っている  

測 定 下回っている  

変化と関係 下回っている  

データの活用 やや下回っている  

   

問題形式 全国平均との比較 無解答率 

選択式 同程度 1.5% 

短答式 下回っている 2.2% 

記述式 下回っている 3.3% 
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領 域 全国平均との比較  

「エネルギー」を柱とする領域 下回っている  

「粒子」を柱とする領域 下回っている  

「生命」を柱とする領域 同程度  

「地球」を柱とする領域 やや下回っている  

   

問題形式 全国平均との比較 無解答率 

選択式 やや下回っている 0.6% 

短答式 下回っている 1.8% 

記述式 やや下回っている 2.2% 

★算数全体として・・・全国よりも「低い」結果となりました。 
★正答数別人数から・・・１６問中１2問以上（正答率70％以上）正答し

ている児童は約25％。16問中4問以下（正答
率30％以下）の児童は約17％おり、国語より
も低位の子が多くいます。 

★領域（「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「データの活用」）別に見ると・・・ 
「数と計算」「図形」「測定」「変化と関係」「データの活用」５領域
全てで全国を下回りました。特に「数と計算」では、分数に関する問題
の正答率が低い結果となりました。 

★問題形式で見ると・・・「選択式」は全国と同程度で、「短答式」と「記 
述式」は全国を下回りました。 

★無解答率で見ると・・・ 
３つの問題形式とも全国よりも低かったです。算数でもあきらめずに取 
り組んだことがうかがえます。「記述式」の無解答率は約３％で、国語 
の「記述式」よりも無解答率が高くなりました。 

算 

数 
理 

科 

★理科全体として・・・全国よりも「低い」結果となりました。 
★正答数別人数から・・・１７問中１2問以上（正答率70％以上）正答してい

る児童は約23％。17問中5問以下（正答率30％
以下）の児童は約20％で、低～中位が多い傾向にあ
ります。 

★領域（「エネルギー」「粒子」「生命」「地球」を柱とする領域）別に見ると・・・ 
「生命」を柱とする領域は全国と同程度です。「エネルギー」「粒
子」「地球」を柱とする領域は全国を下回りました。 

★問題形式で見ると・・・「選択式」「短答式」「記述式」とも全国を下回りました。 
★無解答率で見ると・・・３つの問題形式とも全国より低かったです。あ

きらめずに問題に向き合い、答えを導き出した
ことがうかがえます。「記述式」の問題に対し
ても無解答率はそれほど高くありませんでし
た。 

 

＜領域別の正答状況＞ 

 

＜領域別の正答状況＞ 

 

算数 正答数分布グラフ 

理科 正答数分布グラフ 



３．児童質問紙の結果から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．今後の学力向上に向けて 

○学習に向かう基本的な姿勢を育てます・無解答をゼロにします 

・学習ルールやノート指導の一層の定着を図ることで学習環境を整え、学習する意欲を喚起します。特に、    

「話の聞き方」に関して重点的に取り組み、子どもたち一人一人が落ち着いて学校生活を送ることができ   

るようにしていきます。 

・学校でも家庭でも「一人一台端末」を効果的に活用していきます。 

・あきらめないで問題に取り組もうとする気持ちを育てるとともに、基礎的・基本的な学力を定着させるこ    

とによって、あらゆる問題に対応できる力を育てます。 

○書く力を高めていきます 

  ・授業中は、自分の考えを表現したり、まとめの文章を書いたり、学習の振り返りを書いたりするなど、文

章で表現する活動を大事にしていきます。 

・水曜日のSタイムでは、１、２年生で「視写」に取り組みます。 

○「ICT」や「対話」を取り入れた、「子ども主体」の授業を進めていきます 

  ・友だちと話し合ったり考えを共有したりする「対話」を取り入れた学習を積極的に行うことで、子どもた

ちがお互いに高め合えるようにしていきます。 

・対話を効果的に行ったり、一人一人が自分なりに課題解決をしていったりするために、ICT機器を積極的

に活用していきます。 

・子どもたちが ICTを活用しながら、調べたり、まとめたり、対話したりする時間を十分に確保した「子ど

も主体」の授業づくりを進めていきます。 

○自分にはよいところがあると思っている子の割合は約93％。全国平均よりも高い。 

  →●自分にはよいところがあまりないと思っている子は約7％。 

   ○自分にはよいところがないと思っている子はいない。 

   ○「当てはまる」と答えた子の割合が昨年度より増加（28.9%→53.3％）。 

○将来の夢や目標をもっている子が約８0％いる。 

○国語の勉強が好きな子～約５３％ 算数の勉強が好きな子～約39％ 理科の勉強が好きな子～約86％ 

  →●算数が好きではない子が約60％もいる。 

○約９割の子が学校に行くのが楽しいと思っている。 

→●学校に行くのが楽しくないと思っている子が約１割いる。 

○ICTの活用により、自分の考えや意見を分かりやすく伝えることができたり、友だちと考えを共有したり

比べたりしやすかったりすると思っている子の割合が約90％いる。 

●平日に家庭学習で１日当たり２時間以上学習している子の割合は約15％（全国が約25％）。30分以上

1時間未満が最も多く、40％。「目安となる学習時間」を達成できている子の割合は約５割。 

●休みの日に学習する時間は、１時間未満が最も多くて40％。全くしない子も約12％（全国が約18％）

いる。３時間以上学習する子の割合は約4％（全国が約12％）となっている。 
 

・自己有用感は依然として高い傾向にあります。今後も「わたしっていいな！きみってすごい！」を全校で

進めていきます。 

・学校での活動を楽しみにしており、友達と協力しながら生活していると考えられます。 

・将来の夢や目標を多くの子がもち、学習に励んでいますが、算数が好きではない子が多くいるという状況

にあります。これからも「わかる」授業、「学びが深まる」授業を目指していきます。 

・家庭での学習時間は、１時間未満の児童が多く、休日だと学習する時間が少ない傾向にあります。また、

年々、学習時間が減少していっています。「目安となる学習時間」を達成することを目標に、家庭学習が

より充実したものになるようにしていきます。 

・授業や家庭学習でICTを効果的に活用することにより、子どもたちに必要な資質・能力を確実に育成して

いきます。 



・水曜日のSタイムでは、３年生以上で「タイピング」に取り組み、ICTを活用するための基礎的なスキル

を身に付けさせていきます。 

○算数における基礎的・基本的な学力の定着を図ります 

  ・算数の授業では、習熟の時間を充実させることで、繰り返し学習させます。 

  ・日常生活の場面に置き換えたり、式や言葉で書き表したり、説明したりするような学習を進めます。 

○家庭との連携を大切にします 

  ・家庭と連携し、規則正しい生活習慣づくりに努めます。 

  ・家庭学習の充実を図る取り組みを行います。 

～タブレットの毎日持ち帰り・家庭学習の表彰・「パワーアップウィーク」の取り組み 

・定期的に学力向上通信「パワーアップ」を発行し、家庭と学校との連携を図ります。 

５．正答率が低かった問題と解答の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

【国 語】 

「目的や意図に応じて簡単に書いたり
詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝
わるように書き表し方を工夫することが
できるかどうかをみる」問題です。＜条件
＞の１つめの、【ちらし】の二重傍線部分
を詳しく書き直すことはできているが、＜
条件＞２つめは記述することができてい
ない誤答が多かったです。文章に書かれて
いることを基にまとめることができてい
ないと言えます。この問題の正答率は約
46％でした。全国の正答率と比べると
10％以上低くなっています。 

 

２ 

３ 

「事実と感想、意見などとの関係を叙述を基に押さえ、文章

全体の構成を捉えて要旨を把握することができるかどうかを

みる」問題です。正答率は約37％で、全国よりも10％以上

低い結果となりました。1 が正答ですが、本校児童の誤答と

しては、「世代によってものの呼び方がちがう」と捉えてしま

った、３が多かったです。文章全体の構成を捉えて要旨を叙述

を基に把握することができていないということが言えます。 

「目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどし
て必要な情報を見付けることができるかどうかをみる」
問題です。正答率は、約40％でした。正答は3ですが、
２と答える誤答が多かったです。Aの部分の前の文章に
着目することができず、コミュニケーションの食い違い
に関して捉えることができていないと考えられます。文
章の中から必要な情報を取捨選択したり、整理したり、
再構成したりすることが重要です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

１ 

 

【算 数】 

２ 

２ 

３ 

「アルミニウム、鉄、銅について、
電気を通すか、磁石に引き付けられ
るか、それぞれの性質に当てはまる
ものを選ぶ」問題です。正答率は約
13％でした。電気を通さないと考え
た、３と４を選ぶ誤答が多くありま
した。金属の共通する性質として、
電気を通すという知識がしっかりと
身に付いていないということが言え
ます。 

「レタスの種子の発芽の結果から、て
るみさんの気付きを基に、見いだした問
題について書く」問題です。正答率は約
23％でした。条件の中の日光や肥料に着
目し、記述することができているが、「問
題」を表すような記述ができていない誤
答が多かったです。日常の授業でも差異
点や問題点を基に問題を見いだして適切
に表現する活動が大切だと言えます。 

【理 科】 

 「五角形の面積を求めるために五角形を二つの図形に分割し、それぞれ
の図形の面積の求め方を書く」問題です。正答率は約 31％でした。図形
を二つに分ける直線を選ぶことまではできているが、分けてできた三角形
と台形の面積を求める式や言葉を記述できていない誤答が多かったです。
ただ面積を求めるだけではなく、どういうふうに考えたのかを表現する学
習が大切だと言えます。 

 「都道府県 A のブロッコリーの出荷量が
増えたかどうかを調べるために、適切なグラ
フを選び、出荷量の増減を判断し、そのわけ
を書く」問題です。正答率は約28％でした。
グラフ２の出荷量の割合に着目してしまい、
出荷量が減ってしまったと判断し、イを選ん
でしまっている誤答が多かったです。記述式
の問題ですが、無解答率は0.0％で、全員が
答えを書くことができました。 

「電気を通す物と通さない物でで
きた人形について、人形Aの剣を人
形 B に当てたときだけ、ベルが鳴る
回路を選ぶ」問題です。正答率は約
36％でした。回路の中に電気を通さ
ない「持ち手」が含まれている、３と
いう誤答が多かったです。電気を通
すつなぎ方に関する知識が身に付い
ていないことが言えます。 

分数に関する問題です。（２）は、単位分数
のいくつ分かを数や言葉を用いて記述する問
題です。正答率は約 9％で、全問題の中で最
も低く、全国よりも 10％近く低い結果でし
た。「通分する」ということは分かっている
が、通分することによって単位分数を見いだ
すことができてない誤答が多かったです。
（３）は「１をいくつ分に分けたのか」に着目
することができず、分数ではなく小数で答え
てしまう誤答が多かったです。計算ができる
だけではなく、分数の仕組みや概念について
もしっかり理解させる必要があります。 

３ 


